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♪ ♪

  支えられて迎える  

～夏休みのご協力に感謝して～ 

保護者の皆様、いよいよ２学期が始まりました。夏休みの期間も、本園の教育・保育にご理解とご協力をい

ただき、ありがとうございました。 

 ７月２８日の熊本地震では、皆様も大きな揺れに驚き、不安や怖さを感じられたことと思います。お子様方

も、初めて経験する大きな揺れに驚かれたことでしょう。その後、皆様いかがお過ごしでしたでしょうか。 

 本園では、プール側のブロック塀に亀裂が入り、安全確保のため撤去することとなりました。大学と連携

し、閉庁期間中に撤去工事を行い、８月末には新たにフェンスを設置していただきました。また、年中組の屋

根の修理を行いました。おかげさまで、安心して新学期を迎えることができました。 

 さらに、８月２２日には「おやじの会」の皆様に、朝７時から園庭や正門前の草

刈り、屋上の落ち葉掃きなどに取り組んでいただきました。暑い中での作業、本当

にありがとうございました。多くの皆様に支えていただき、園内を整えることがで

きましたことに、心より感謝申し上げます。 

 こうした夏休みを経て、子どもたちの元気な笑顔と声とともに、無事にスタート

できたことを嬉しく思います。 

 この学期は、運動会、秋の遠足、もちつき、創立 110周年記念式典など、多くの行事が予定されています。

行事だけでなく、日々の生活や遊び、友達との関わりを通して、一人一人がさらに成長していくことを願って

います。保育者一同、保護者の皆様と連携しながら、子どもたちの育ちを支えてまいります。 

 

夏休みの学び 

 夏休みには、職員間で研修を行い、保育の充実と質の向上について学びを深めました。地震の影響で市内・

県内の研修会が中止や延期となる中、自分自身で学びの機会をつくることの大切さも感じました。園内では、

文部科学省から出されている幼児教育についての資料や１学期の保育の実際をもとに、本園の保育について改

めて振り返りました。それらを２学期以降の保育につなげ、質の向上を図ります。 

 私自身は、出かけた美術館で開催されていた「レオ・レオーニ展」に立ち寄りました。少しのつもりが、絵

本を読みながら作品を巡り、気付けば３時間。絵本のもつ世界観や、想像する力、伝える力の素晴らしさを改

めて感じる時間となりました。高校生の息子とも久しぶりに絵本を読み合い、

楽しいひとときとなりました。 

 皆様は、どのような夏休みを過ごされたでしょうか。お子様方から、夏休み

の思い出を聞かせてもらうことを楽しみにしています。 

 これからも、子どもたちの笑顔があふれる毎日となりますように。どうぞよろしくお願いいたします。 

 


